
バックナンバー・インデックス（2007年度）

号数 月 寄　　稿　　者 題　　　　目
167 4 宮崎公立大学理事長 内藤　泰夫 今、郷土に生きる宮崎公立大学
168 5 宮崎県警察　本部長 吉田　尚正 ソーシャル・キャピタル
169 6 宮崎日日新聞社　代表取締役社長     三宅理一郎 改めて県民性を考える
170 7 宮崎県知事 東国原英夫 県民総力戦
171 8 宮崎県酒造組合　会長 渡邊眞一郎 宮崎のお酒事情
172 9 宮崎女子短期大学　学長 山下　　忍 この地に在ることの幸せ
173 10 宮崎県工業会会長 水永　正憲 九州から宮崎をみるか、宮崎から九州をみるか
174 11 宮崎県弁護士会　会長 日野　直彦 急増する弁護士人口と司法過疎
175 12 九州財務局局長 鈴木　英明 プリンストン大学での思い出
176 1 日本銀行鹿児島支店　支店長 市川　能英 「格差」と「ものさし」
177 2 宮崎県中小企業家同友会　代表理事 石神　憲一 大きな向日葵になりたい
178 3 九州経済産業局長 谷　　重男 「イノベーション」について

巻頭言

号数 月 寄　　稿　　者 題　　　　目
167 4 きど動物病院　院長 城戸　　洋 伴侶動物と共に生きる
168 5 宮崎県文化財保護審議会　会長 甲斐　亮典 参勤交代と佐土原藩
169 6 宮崎科学技術館　館長 山形　幹紘 宮崎科学技術館の20年とこれから

170 7 宮崎県立看護大学　宮崎県立宮崎病院
「たばこしゃべり場」の開催からの看護師・看護教
員らの学び

171 8 宮崎国際大学国際教養学部　准教授 豊田　裕之
国際化・グローバリゼーションとしての「国際結婚」
を考える

172 9 株式会社前田設計　代表取締役 前田　暢俊 衰退化するまちの活性化を考える
173 10 宮崎県総合農業試験場　場長 齋藤　　尚 期待できる宮崎の農業生産技術
174 11 宮崎公立大学　教授 永松　　敦 人間と自然との共棲

175 12 宮崎大学医学部内科学講座　准教授 塩見　一剛
宮崎県民の生活習慣病実態調査と肥満症、糖尿病に
対する個別指導の効果に関する研究

176 1 宮崎県水産試験場　場長 田代　一洋 水産試験場における研究の成果
177 2 霧島酒造株式会社生産本部生産部部長 高瀬　良和 本格焼酎雑考
178 3 九州保健福祉大学薬学部分析学講座　教授 川原　正博 宮崎の特産物から認知症のくすりを創る

寄稿論文

号数 月 調　査　内　容
167 4 宮崎県の2007年度経済見通し
168 5 第48回企業動向アンケート調査
169 6 県内における美容業界の動向
170 7 県内の小動物（ペット）病院について
171 8 第49回企業動向アンケート調査
172 9 第14回家計支出動向アンケート調査
173 10 パチンコ業界動向調査
174 11 第50回企業動向アンケート調査
175 12 県内の有料老人ホーム動向
176 1 県内農業生産法人の動向
177 2 第51回企業動向アンケート調査
178 3 県内ホテル業の現状と今後の見通し

調査研究
月
4 安井　息軒
5 藤崎　公寛
6 甲斐　右膳
7 日講上人、古月禅師
8 松井　五郎兵衛
9 平部　　南
10 島津　随真院
11 土持　信贇
12 野中　金右衛門
1 千手八太郎　興欽
2 藤江　監物
3 矢津田　喜多治

連　載

号数 月 企 業 名 ・ 代 表 者 本　社　所　在　地
167 4 クマモト工業株式会社　代表取締役 熊元　善憲 宮崎市月見ヶ丘6-13-15
168 5 紀乃島観光株式会社　代表取締役 志戸本俊太郎 小林市大字細野5273-19
169 6 有限会社木村佛具店　代表取締役 木村　邦子 延岡市日の出町２-１-４
170 7 福栄産業株式会社　代表取締役会長 福島　庄三 西都市大字鹿野田11365-２
171 8 株式会社フレッシュ・ワン　代表取締役 山道　義孝 児湯郡川南町大字川南23028
172 9 ヒラサワプレシジョン　代表取締役社長 岩切　康治 宮崎郡清武町大字今泉甲3897-16
173 10 興梠豆腐有限会社　代表取締役 興梠　栄二 西臼杵郡高千穂町大字三田井1920
174 11 ＤＳＦ株式会社　代表取締役 関谷隆次郎 宮崎市大字島之内6280
175 12 株式会社川越紙店　代表取締役社長 川越　　聡 宮崎市旭１-１-４
176 1 株式会社マスコ　代表取締役社長 守谷　健吉 宮崎市大字赤江飛江田1253-1
177 2 有限会社らいふのぱん　代表取締役社長 山路　裕敏 宮崎市大坪町倉ノ町4410－１
178 3 ミクロエース株式会社　代表取締役 柳　　義一 宮崎市花ヶ島町京出1411－１

経営者に聞く


